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近
世
村
落
の
構
造
獲
化
と
村
方
騒
動

内

藤

正

中

村
方
騒
動
の
意
義

本
稿
。
課
題
は
備
中
園
倉
敷
付
の
村
方
騒
動
、
い
わ
ゆ
る
「
訴
械
古
械
騒
動
」
に
か
ん
す
る
具
健
的
分
析
ぜ
あ
る
。
己
の
一
新
禄
古
禄

騒
動
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
本
誌
七
一
巻
三
競
ゼ
簡
単
に
報
告
し
た
が
、
紙
数
モ
の
他
の
事
情
て
充
分
な
分
析
を
果
ナ
こ
と
が
て
き
な

か
っ
た
凶
本
稿
に
沿
い
て
は
前
の
論
文
を
基
礎
忙
さ

b
に
登
展
さ
せ
て
、
歴
史
的
時
四
展
の
過
程
に
お
け
る
村
方
騒
動
の
意
義
を
明
ら
か

に
さ
せ
る
と
と
も
に
、
村
落
構
遣
の
脚
貨
に
と
も
友
う
一
村
内
部
て
白
階
級
関
係
の
鑓
化
す
る
具
艦
的
た
あ
わ

J

芳
を
安
明
L
ょ
う
と
す

る
も
白
で
あ
る

u

村
方
騒
動
に
か
ん
し
て
は
、
最
近
研
究
が
す
す
ん
て
い
る
が
、
モ
れ
ら
は
多
〈
の
場
合
、
村
内
て
起
っ
た
特
殊
な
事
件
と
し
て
み
て

お
り
、
考
察
の
封
象
も
騒
動
白
要
求
に
限
ら
れ
て
、
村
方
騒
動
白
幽
閣
を
歴
史
の
流
れ
の
た
か
ぜ
温
求
し
た
も
の
は
き
わ
め
て
少
い
と
い

わ
ざ
る
を
え
な
い
。
た
と
え
ば
持
田
秀
夫
氏
の
涯
稿
「
封
建
枇
合
間
壊
期
に
ゐ
け
る
農
民
闘
争
む
一
類
型
に
つ
い
て
』

D-屋
市
尻
島
研
究
」

一
設
に
か
ん
し
て
は
、

六

ノ"競
) 

は

畿
内

軍需
出己
主み
づす る
糠ー
り主要
4に 'Dヨー

品五
闘拡

雪 t比
二判
?E.す

雪三
喜蕩

葺士
す徒
主来
L 

主京
五害
E長

括
ナ
る
由主

村
方
騒
動
の
歴
史
的
意

(
五
頁
)

で
あ
る
と
い
う
陀
す
ぎ
ず
、

近
世
村
搭
の
構
造
極
化
と
村
方
騒
動

第
七
十
四
番

O 

第

盟

才L



近
世
村
落
の
構
造
観
砲
と
村
方
騒
動

第
七
十
四
巻

O 
四

第

差是

四
O 

何
b
積
極
的
理
解
ほ
さ
れ
て
い
七
引
い
。
し
た
が
ヲ
て
例
諮
問
と
す
る
村
方
騒
動
の
分
析
に
お
い
て
も
、
農
民
的
商
品
経
済
の
護
展
・
分
裂

に
も
と
づ
く
村
方
騒
動
の
必
然
性
は
全
く
考
慮
さ
れ
ず
、
偶
渡
的
な
不
作
に
よ
る
困
窮
か
ら
、
農
民
が
村
政
を
批
判
し
、
村
役
人

p
コ

ー
ル
を
要
求
す
る
に
宣
る
も
の
で
、

れ
ば
数
岡
市
が
友
い
己
と
に
基
づ
く
」

ハ
入
頁
U

「
こ
れ
は
経
済
的
た
問
題
の
解
決
を
ほ
か
る
た
め
に
は
営
然
政
治
的
要
求
も
平
行
し
て
出
さ
在
け

と
記
す
に
す
ぎ
な
い
。
己
れ
に
た
い
し
て
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
分
析
を
示
し
て
い
る
の

は
、
東
京
大
皐
文
事
部
農
村
史
料
調
査
曾
『
近
世
農
村
の
構
造
」
て
究
明
さ
れ
た
信
州
木
ノ
問
村
白
小
前
騒
動
で
あ
る
ロ
そ
己
ゼ
は
化

政
期
ハ
一
九
世
紀
初
頭
)
以
降
、
農
民
心
商
品
経
済
参
加
に
よ
る
小
前
暦
の
経
済
的
優
位
と
、
自
然
経
済
濃
厚
在
時
期
に
確
立
さ
れ
た
大

前
暦
D
農
村
支
配
償
制
と
の
か
ら
み
合
い
を
、
商
品
経
済
護
展
に
際
ず
る
村
落
構
謹
費
質
白
面
か
ら
、
き
わ
め
て
具
韓
的
に
分
析
さ
れ

確
に
あ
ら
わ
れ

τい
る
」

て
い
る
。
だ
が
こ
こ
ぜ
も
小
前
騒
動
D
意
義
は
、
「
村
の
歴
史
陀
と
っ
て
重
大
な
事
件
」

ハ
一
九
六
買
U

と
し
て
し
か
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。

「
封
建
瞳
制
崩
壊
へ
の
指
向
は
、
こ
こ
に
明

明
和
天
明
門
了
八
世
梓
伎
宇
)
を
期
比
、
百
姓
一
撲
は
新
し
い
闘
争
形
態
を
と
る
こ
と
に
た
る
a

す
な
わ
ち
封
建
祉
舎
に
お
け
る
基

本
的
矛
盾
を
そ
む
ま
ま
表
明
し
て
い
る
惣
百
姓
一
擦
は
、
農
村
内
部
て
の
介
裂
・
封
立
を
反
映
す
る
世
直
し
一
撚
へ
と
、
質
的
特
化
を

と
げ
、
村
落
共
同
憾
に
の
っ
か
か
っ
た
村
役
人
居
主
導
は
不
可
能
と
な
り
、
小
農
民
相
互
の
横
の
結
合
に
た
っ
た
大
規
模
大
乗
的
か
っ

宍
明
六
年
(
-
七
八
六
U

十
一
一
月
十
一
一
日
備
中

シ

ツ

キ

高
松
領
都
字
郡
箕
島
村
百
姓
徒
葉
山
担
訴
、
十
七
日
備
後
幅
山
一
藩
を
ゆ
る
が
す
農
民
闘
争
勃
護
、
一
一
五
日
倉
敷
代
官
領
備
中
小
同
後
月

間
郡
村
々
百
姓
八

0
0
0人
蜂
起
〔
天
明
六
丙
午
年
備
中
高
格
備
盆
一
隅
山
備
中
倉
敷
百
姓
一
件
」
岡
山
大
串
州
国
家
文
庫
Y

山
陽
道
に
沿
っ
た

組
織
的
た
農
民
闘
争
が
展
開
さ
れ
る
に
至
る

備
南
地
方
の
事
買
に
つ
い
て
み
よ
う
。

棉
作
農
村
を
、
村
域
・
落
領
白
境
を
越
え
て
匂
目
に
し
て
席
捲
し
た
の
で
あ
る

Q

す
で
に
著
名
た
幅
山
藩
一
撲
ゼ
は
、
棉
役
所
昂
畳
表
蓮

ム
反
射
の
要
求
と
と

ιに
、
庄
屋
御
用
蓮
豪
商
宅
を
打
こ
わ
し
「
村
々
庄
屋
御
指
替
」
が
農
民
軍
に
よ
っ
て
か
か
げ
ら
一
れ
て
い
た

Q
安



部
野
童
子
問
』
「
近
世
世
曾
経
済
叢
書
」
第
十
↓
巷
一
九
六
頁
以
下
U
u

「
年
貫
延
納
・
央
食
拝
借
・
大
割
減
納
」
を
要
求
す
る
備
中
小
田
後
月

南
郡
農
民
は
、

一
擦
の
底
力
て
強
訴
せ
ん
と
し
た
が
、
武
装
し
た
落
兵
治
よ
び
村
役
人
の
設
献
に
よ
り
阻
止
さ
れ
た
(
池
田
家
文
庫
前
掲

文
書
)
。

こ
れ

b
を
通
し
て
み
ら
れ
る
農
民
軍
よ
り
村
佼
入
居
の
背
離
封
立
白
事
貨
は
、
と
の
胡
の
百
姓
一
撲
を
劃
す
る
重
要
た
品
型
化

ゼ
あ
っ
た
@
す
な
わ
ち
十
八
世
記
ま
で
は
、
村
役
人
以
下
農
民
は
ひ
と
し
く
小
商
品
生
産
者
と
し
て
、
領
主
的
規
制
に
た
い
す
る
統
一

的
反
抗
が
可
能
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
商
品
経
済
白
後
展
・
農
民
暦
の
分
解
進
行
は
、
農
村
内
部
の
分
裂
を
結
果
し
た
。
宮
絡
な
農

民
H
H
村
役
人
唐
山
上
昇
、
領
、
王
様
力
炉
)
白
蓮
緊
は
・
と
り
わ
け
専
費
制
度
に
つ
な
が
る
特
権
化
と
し
て
具
鰹
化
さ
れ
る
。
ま
た
激
化
す

る
農
民
闘
年
に
た
い
し
て
も
、
封
建
領
主
は
懲
罰
と
賞
輿
の
一
二
回
政
策
を
明
確
に
か
か
げ
て
、
村
役
人
居
を
統
一
戟
線
か
ら
分
離
す
る

こ
と
を
霊
策
し
、
も
っ
て
農
民
内
部
白
分
裂
を
披
大
強
化
せ
ん
と
し
た

u

村
役
人
・
藩
御
用
蓬
に
封
立
L
、

居
宅
を
釘
ち
ζ

わ
し
た
前
述
備
南
地
万
白
一
棟
白
底
流
と
し
て
、
-
わ
れ
わ
れ
は
村
落
構
詰
の
餐

質
-
農
民
的
商
品
経
済
分
裂
を
反
映
す
る
農
民
内
部
の
一
封
立
を
考
え
ざ
る
を
え
左
い
。
あ
た
か
も
、
木
家
|
分
家
・
オ
ヤ
カ
グ

1
2
カ

グ
と
h
v
A
ノ
同
族
的
血
縁
的
結
合
K
も
つ
一
ブ
い
た
共
同
瞳
的
支
配
闘
係
は
動
指
し
、
経
済
的
劃
立
が
顕
在
化
し
て
き
た
と
の
時
に
、
封
建

領
土
山
村
役
人
暦
白
統
制
機
構

rた
悼
し
て
た
た
か
わ
れ
た
の
が
、
小
前
百
姓
D
村
方
騒
動
で
あ
っ
た

u

明
和
七
年
会
七
七
O
U
備

中
小
回
郡
笠
岡
村
に
お
け
る
日
雇
人
・
小
作
人
ら
を
中
心
と
す
る
小
前
騒
動

Q
百
姓
路
立
-
件
』
「
近
世
地
方
経
済
史
料
」
第
一
巻
五
六
一
頁

以
下
υ
、
あ
る
い
は
本
稿
の
主
題
た
る
倉
敷
村
の
新
総
占
蔽
騒
動
な
ど
が
モ
れ
で
あ
る
ω

村
方
騒
動
k
b
け
る
村
役
人
平
百
姓
、
地

、豆
l
l
小
作
人
、
特
権
問
屋
|
小
商
人
な
ど
白
封
立
闘
係
は
、
封
建
一
位
曾
に
お
い
て
は
符
属
的
な
矛
盾
で
あ
る
と
し
て
も
、
か
か
る
新
し

い
封
立
闘
係
を
醸
成
し
た
商
品
経
済
の
護
展
に
も
と
づ
く
近
世
村
落
の
一
一
位
合
経
済
的
構
造
費
化
が
も
っ
一
意
味
は
一
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る

と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
H
。
か
つ
主
た
、
か
か
る
農
民
内
部
の
分
裂
劃
立
、
そ
の
集
中
的
表
現
と
し
て
の
村
方
騒
動
の
理
解
の
上
に
立
つ

近
此
村
落
の
構
造
費
佑
と
村
方
扇
動

第
七
十
四
巷

O 
五

第

世

四



近
世
村
落
の
構
造
欝
ル
泊
、
と
村
方
騒
動

第
七
十
四
巻

。
第

鵠

四

て
、
は
じ
め
て
明
和
天
明
期
を
特
徴
づ
け
る
世
直
し
大
一
擦
が
正
し
く
担
握
司
れ
る
の
子
一
あ
る
。

近
世
村
落
の
務
質
過
程

ー

l
商
品
経
済
の
殻
展
と
そ
の
分
裂

1
l

元
職
か
ら
明
和
・
安
永
に
至
る
ハ
一
七

0
0
1
一
七
入
O
U
約
八

O
年
聞
は
、
倉
敷
村
を
鑓
質
さ
せ
た
割
期
で
あ
っ
た
e

商
品
経
済
の
登
展
は
、
在
方
忙
新

b
し
〈
買
占
業
者
を
う
み
だ
す
と
と
も
に
、
農
村
の
た
か
か

b
小
古
た
地
方
的
布
場
|
商
工
業
酌

註

村
落
を
分
隊
・
成
長
さ
せ
る
ω

江
戸
時
代
以
降
乙
の
地
方
て
念
速
に
蛍
展
す
る
棉
作
。
中
心
地
で
あ
っ
た
倉
敷
村
は
、
延
享
三
年
三

七
四
六
U

以
来
代
目
所
在
地
と
な
っ
た
己
と
と
も
に
、
商
工
業
的
村
落
と
し
て
の
性
格
を
濃
厚
に
し
た
。
す
な
わ
ち
元
旅
八
年
三
六
九

宝
U

「
村
明
細
帳
」
に
は
、

一
カ
月
六
度
の
市
目
を
記
載
は
し
て
い
て
も
、

「
但
し
飴
り
人
出
は
こ
れ
た
く
」

と
註
記
を
必
要
と
し
た

ほ
ど
白
も
の
に
す
ぎ
左
か
っ
た
が
門
倉
数
市
東
町
小
野
家
文
書
U

、
七

O
年
後
の
明
和
七
年
三
七
七
O
)
「
村
明
細
帳
」
て
は
「
営
村
は
市

場
に
御
座
出
」
と
明
記
さ
れ
(
小
野
家
申
入
書
)
、
同
時
に
村
内
に
は
種
々
の
商
工
業
者
が
全
戸
数
の
半
分
を
占
め
る
に
至
る
。

睦
備
中
木
綿
の
生
産
同
市
態
に
つ
い
て
は
、
大
誠
永
常
『
棉
問
要
務
』
ハ
一
日
本
科
事
古
典
金
書
」
十
一
巻
U

K
、
「
備
中
の
作
り
方
、
王
島
早
島
識
の

作
り
方
を
事
b
記
す
」
の
項
に
く
わ
し
い
。
ま
た
麓
業
新
報
酔
『
日
本
棉
作
要
誼
』
ハ
三
六
六
頁
以
下
U

で
も
、
玉
島
附
近
の
特
時
な
地
r
L
b
え

告
が
記
し
で
あ
る
。
豊
作
時
り
壮
量
は
、
畿
内
と
封
比
さ
れ
る
四
O
貫
を
あ
げ
て
い
た
。
さ
ち
に
金
日
の
。
利
用
ー
と
と
も
に
、
日
雇
人
雇
備
に
よ
る
紹

腎
が
阜
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
延
享
一
元
年
ハ
一
七
七
四
U

倉
殿
村
庄
農
の
記
離
に
よ
れ
ば
、
「
人
足
凡
囚
=
入
、

賃
組
四
O
匁
六
分
、
男
一
主
三
分
、
女
六
分
」
で
雇
つ
て
の
組
瞥
方
法
が
知
ら
れ
る
凸
行
合
カ
」
小
野
家
文
書
U

。

商
品
経
済
の
褒
展
に
と
も
な
う
倉
敷
村
の
務
質
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
ま
づ
戸
数
・
人
口
の
増
加
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

第
一
表
て
、
周
漣
農
村
黒
石
村
白
人
口
が
、
ほ
と
ん
ど
僅
か
白
増
加
し
か
示
し
て
い
、
な
い
の
に
た
い
し
て
、
倉
敷
村
て
は
、
一
冗
蔽
明



第
一
一
揖

倉
敷
村
・
黒
右
村
町
戸
数
人
口
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化
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倉
政
村
資
料
は
い
ず
れ
も
倉
敷
市
東
町
小
野
家
丈
害
医
主
る

ハ
備
考
〉

県
石
村
資
料
は
い
ず
れ
も
倉
般
市
黒
右
永
山
家
丈
香
に
よ
る

和
の
七
去
年
間
に
戸
数
は
一
倍
、
人
口
は
一
・
八
倍
へ
と
念
増
し
て
い
る
。
し
か
も
一
冗
蘇
ぞ
は
、
男
女
ほ
ぽ
同
教
で
あ
っ
た
も
の
が
、

明
和
K
は
、
女
一

O
O
に
た
い
し
て
男
二
一
八
、
女
化
て
男
一
一
一
五
の
割
合
を
も
ち
、
人
口
増
加
の
内
容
が
た
ん
に
村
落
内
部
F
け
の

出
生
て
は
た
く
、
外
部
か

b
の
流
入
移
住
者
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
寛
政
以
降
に
村
方
騒
動
か
礼
遇
し
て
、
倉
敷
村
の

近
世
村
揺
の
椿
謹
密
化
ー
と
村
方
騒
動

第
七
十
四
山
古

O 
七

事

按

四



近
世
村
落
の
構
造
棒
化
正
村
方
動
騒

第
七
十
四
巷

延
賓
九
年
f一、

~、

八

) 

江〉

「

五
入国
車E 四

E古

に
そ
の
名

O 
"、

事

就

歴
史
を
に
な
っ
て
立
つ
主
樫
勢
力
[
「
新
鵡
派
」

に
ぞ
く
す
る
い
ず
れ
も
が
、

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
左
い
の
は
、
戸
数
人
口
槍
加
白
内
容
を
表
明
し
て
い
る
と
い
え

Z
う。

程
こ
の
「
五
人
組
帳
L

は
、
一
人
づ
っ
生
園
を
記
L
、
移
佳
者
に
つ
い
て
は
、
何
年
前
医
、
ど
こ
か
b
来
た
か
を
明
記
し
て
い
る
。
一
一
、
三
例
を
あ
げ

れ
ば

一

、

生

国

備

中

窪

屋

郡

之

内

倉

政

村

井

筒

屋

太

郎

兵

帯

一
、
生
国
傭
中
窪
屋
郡
帯
江
村
よ
り
二
十
年
以
前
に
車
り
出
帯
江
屋
忠
左
衛
門

一
、
生
園
備
中
浅
口
郡
鴨
方
村
よ
り
八
年
以
前
に
掠
り
仇
浅
口
屋
四
郎
右
帯
門

ハ
延
費
九
年
「
備
中
園
密
屋
郡
之
内
倉
敷
村
五
人
粗
鋼
改
限
」
小
野
京
文
書
U

周
漣
農
村
か

b
u
流
入
移
使
者
に
よ
る
商
工
業
的
村
落
へ
の
嬰
質
過
程
は
、
モ
己
ぜ
り
職
業
別
分
化
の
事
情
を
し
る
乙
と
に
よ
っ
て

一
暦
明
ら
か
と
左
る
凶
商
品
経
済
の
登
展
に
と
も
な
い
農
民
屠
?
な
か
か
ら
、
必
然
酌
に
非
農
業
人
ロ
を
増
大
さ
せ
、
さ
ら
に
職
業
別

分
化
を
も
促
進
ナ
る

Q

そ
れ
は
「
商
品
経
済
の
基
礎
L

と
し
て
白
祉
合
的
介
業
成
立
白
過
程
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ま
づ
わ
れ
わ
れ
は
、

十
八
社
紀
後
半
に
お
け
る
封
建
領
主
の
農
村
法
度
の
た
か
か
ら
、
そ
り
多
く
の
事
例
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
ょ
う
。

寛
政
六
年
備
中
岡
田
藩
法
医

一
、
本
業
の
耕
作
を
怠
り
、
商
の
末
利
世
事
に
心
が
け
侯
譜
も
こ
れ

ιる
粗
相
関
え
、
甚
だ
以
て
心
得
蓬
に
候
、
依
り
て
此
度
商
工
の
分
人
別
改
仰
せ

つ
け
ら
れ
候
、
向
後
相
改
め
候
商
工
の
外
、
内
分
に
て
宋
利
一
世
誕
げ
凶
も
D
P
」
れ
あ
る
に
お
い
て
は
、
舎
び
し
く
御
件
仰
せ
つ
け
ら
る
ベ
骨
事
、

但
L
向
後
機
乗
致
L
M
仲
節
は
、
そ
の
回
目
願
い
出
づ
ベ
台
事

寛
政
七
皐
備
中
足
守
審
法
度

ハ
「
吉
備
郡
誌
』
下
二
八
三
七
頁
U

一
、
近
来
在
方
の
者
共
庖
商
い
た
L
Uも
む
数
多
ζ

れ
あ
り
心
得
逗
の
事
に
仏
、
手
一
万
に
鏡
廻
り
都
合
よ
き
よ
う
に
こ
れ
あ
り
侯
得
共
、
全
く
御
田
地



を
荒
し
候
基
に
候
闘
、
以
後
禁
止
申
し
付
け
候
問
、
早
々
相
止
め
申
す
ベ
く
伎
、
尤
も
よ
ん
ど
こ
ろ
な
き
謬
柄
に
て
、
商
札
相
渡
し
候
者
は
、
格

別
の
義
に
侯
得
共
、
田
地
買
怖
い
元
手
に
い
た
L
、
又
は
農
業
に
怠
る
ま
じ
き
よ
号
渡
世
致
す
べ
き
事
円
向
上
書
二
八
四
O
頁
)

右
の
農
村
決
度
で
も
知

b
れ
る
よ
う
に
、
「
田
淵
費
拙
い
一
冗
手
い
た
し
L

と
て
、
商
工
業
者
が
農
民
鳳
閣
の
た
か
か
ら
八
プ
出
し
て
く
る
こ

と
は
、
封
建
領
主
に
と
っ
て
自
ら
の
貢
租
髄
系
の
崩
壊
を
意
味
し
、
ぞ
の
限
り
J
し
、
商
工
業
は
「
末
利
」

J
し
あ
り
、
禁
止
し
な
け
れ
ば

た
ら
止
な
か
っ
た
D
で
あ
る
a

だ
が
「
商
工
の
介
入
別
改
」
令
し
た
と
し
て
も
、
「
内
分
に
て
末
利
を
議
げ
」
ょ
う
と
す
る
小
商
品
生
産

者
の
趨
勢
は
、
ど
う
と
も
す
る
と
と
が
で
き
な
か
づ
た
@
護
展
し
つ
つ
あ
る
商
品
経
済
の
法
則
は
、
経
来
通
り
曲
置
民
を
ば
「
本
業
の
耕

作
」
に
し
ぼ
り
つ
け
て
お
と
う
と
す
る
封
建
領
主
白
あ

b
ゆ
る
制
限
を
も
突
破
し
て
、
ま
す
ま
す
多
く
の
鼻
民
を
、
農
業
か

b
商
工
業

の
方
へ
引
き
だ
し
て
ゆ
く
。
こ
の
過
程
を
さ
ら
に
明
ら
か
に
さ
せ
る
れ
ー
め
、
第
二
衰
の
倉
敷
村
職
業
別
構
成
を
か
か
げ
よ
う
。

gJif 
fhlzl;1T 
長1I日li

!:LlJ目

資

料

第
ご
表
白
一
冗
礁
八
年
て
は
、
ほ
と
ん
ど
農
業
従
事
者
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
b
ず
(
「
そ
の
他
」
の
項
二
=
一
人
は
、
村
役
人
・
紳
子
・
借
伺

・
道
心
者
で
あ
る
)
、
安
武
に
は
、
非
農
業
戸
数
が
約
ヰ
数
b
A
か
ぞ
え
、
か
わ

b
商
工
業
者
は
さ
ら
に
攻
の
上
う
在
多
様
た
職
業
に
分
化

し
て
い
た
。

エ
諜

1
卜
桶
屋
ハ
一
入
肝
U
笠
屋

2
0
竹
細
工
八
一
ご
木
綱
工

O
G
塗
物
細
T

J

(

四
U
鍛
冶
屋
三

O
U
大
工
円
二
O
左
官
(
六
U
石
屋

第
二
鵠

近
此
村
落
の
椿
誼
務
化
と
村
方
騒
動

第
七
十
四
谷

O 
丸

四
五



近
世
村
落
の
構
造
強
化
と
村
方
騒
動

第
七
十
四
巻

O 

第

Z虐

四
ノ、

円
=
一
)
木
綿
貫
く
り
円
九
)
な
ど
。

商
業
|
|
質
屋
ハ
一
九
軒
)
問
屋
ハ
一
回
)
綿
貫
買
ハ
回
四
)
木
綿
仲
買

2
0
木
綿
貫
八
四
)
繰
綿
屋

2
0
綿
打
屋
内
一
四
)
綿
繰
枠
直
L
円
五
)

紺
屋
三
回
U

紺
屋
手
間
ハ
入
U

古
手
問
屋
〈
二
一
U

古
手
仲
買
ハ
玉
U

古
手
商
ハ
一
八
V

士
口
羊
出
買
っ
七
U

干
鰯
屋
ハ
一
一
一
U

魚
屋
肴
貰
(
一
五

六
U

酒
造
請
泊
円
二
二
U

菓
子
飴
屋

O
ご一
U

泊
絞
泊
屋
口
三
一
〉
米
市
営
雑
穀
商
(
四
七
)
八
百
屋
内
四
)
茶
寅
ハ
二
E

U

豆
腐
屋
(
一
五
U

タ
メ

コ
費
三
大
U

小
間
物
屋
(
二
ニ
U

な
ど

そ
白
他
1

1
一
階
調
馬
方
円
一
二
軒
〉
目
属
賃
持
仲
仕
賃
持
ハ
=
一
七
〉
宿
屋
ハ
一

O
U
髪
結
(
二
O
U
ぬ
い
物
仕
り
円
五
七
)
欝
師
ハ
入
)
な
ど
ハ
安
武

一
百
年
「
町
内
小
前
商
葺
留
幌
」
小
野
家
文
書
〉

商
品
経
済
白
強
展
は
、
右
む
よ
う
左
多
様
在
職
業
別
分
化
を
み
ち
び
き
だ
す
と
と
も
に
、
他
方
て
は
農
民
暦
の
階
暦
弁
解
を
促
進
し
た
ョ

第
三
器

倉
敷
村
農
民
階
層
分
解

保畏 政丈
寛 7和E 
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ノ」ー、 十 十 n 
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官
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石
八 4九ゴ ヲ八匂 以

守主

登下

時

芦 百 見 旦人

名 名

御牛貫害l 

名 資

寄 寄

帳
隈

帳 料

門
出
畑
考
)
資
料
は
い
ず
れ
も
小
野
家
丈
書
K
Z
る

第
三
表
は
、
農
民
居
の
問
問
著
な
分
解
の
様
相
主
示
し
て
い
る
が
、
寛
永
文
政
間
二

O
O年
の
資
料
(
「
名
寄
勝
」

「
{
一
万
円
帳
L
)

を

依
く
た
め
、
も
っ
と
も
重
要
な
時
期
に
た
い
す
る
明
確
な
理
解
を
た
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
女
の
第
四
表
そ
白
他
て
補
い
つ
つ



倉
敷
村
長
民
階
層
構
成
酌
一
輪
出
化

一
一
官
姓
一
一
一
一
問
題
一
計
一
資
料

天

和

四

年

会

話

一

一

一

二

重

喜

一

五

人

組

帳

一
一
語
八
年
円
一
喜
一
一
三
夫
二

4
八
九
一
明
細
恨

天
文
里
円
一
主
一
色
一
重
一
一
三
甘
一
一
四
八
一
二
五
人
組
帳

丈
政
ニ
年
内
一
八
一
色
一
一
一
日
二
一
六
日
二
一
菌
一
五
人
組
幌

日
備
考
)
資
料
は
い
ず
れ
も
小
野
家
丈
書
に
よ
る
録
人
数
増
加
と
し
て
現
わ
れ
る
。
第
三
表
て
寛
永
文
政
聞
に
ゐ
け
る

三
倍
増
加
は
、
第
四
表
を
参
照
す
れ
ば
元
職
|
元
文
期
の
現
象
と
い
ろ
と
と
が
で
さ
る
@
だ
が
た
と
い
土
地
所
有
農
民
に
た
っ
た
と
は

い
え
、
き
わ
め
て
零
細
規
模
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
交
政
度
の
一
ニ
右
以
下
層
激
増
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
て
き
る
。
他
方
第
四
表
に
み
b

れ
る
よ
う
に
、
果
年
借
屋
百
姓
・
借
地
百
姓
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
、
戸
数
人
口
増
加
D
第
一
表
と
封
照
し
て
興
味
あ
る
こ
と
ぜ
あ

こ
む
よ
う
に
十
八
世
紀
を
劃
期
と
し
て
、
倉
敷
村
D
農
民
構
成
は
蟹
容
す
る
。
か
つ
て
白
下
人
は
零
細
な
が
ら
土
地
所
有
農
民

階
暦
分
解
に
か
ん
す
る
考
察
を
す
す
め
よ
う
。

第
四
表

ろ
う
。

寛
永
期
て
は
一

O
右
前
後
の
規
模
て
、
三
・
2
一
人
の
下
人
を
使
う
農

業
経
皆
が
支
配
的
で
あ
っ
た
が
ハ
「
下
人
」
に
コ
い
て
は
、
寛
永
十
九
年
「
五

モ
白
後
の
耕
地
の
増
大
、
農
業
技
術
の
改
良
・
商

註

口
問
経
済
の
一
定
度
の
登
展
D
上
に
立
つ
農
業
生
産
力
の
稜
展
向
と
は
、

人
組
帳
」
に
よ
る
U
、

下
人
・
家
子
な
ど
の
隷
属
農
民
心
解
放
・
調
立
を
結
果
す
る
。

そ
れ
は

ほ
ぼ
十
八
世
紀
を
境
と
す
る
と
想
定
き
れ
る
「
検
地
帳
L

「
名
寄
帳
」
の
翠

に
狽
立
し
、
ま
た
本
百
姓
と
は
な
り
え
な
か
っ
た
も
白
て
も
、
流
入
移
住
者
と
と
も
に
借
屋
百
姓
借
地
百
姓
と
し
て
豆
人
組
白
「
借
屋

組
」
中
て
一
軒
を
構
成
し
、
農
業
外
の
織
を
も
っ
て
渡
世
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
か
か
る
農
民
屠
分
解
の
事
情
は
前
述
職
業
別
分
化
と

並
行
す
る
も
の
で
あ
り
、
持
高
を
職
業
と
封
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
層
具
髄
的
た
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
現
在
一
八

O
O軒
飴

に
つ
い
て
逐
一
調
べ
る
と
と
は
不
可
能
に
狂
い
。
モ
白
一
部
に
つ
い
て
は
「
階
級
閥
係
」
の
章
ゼ
後
述
す
る
と
と
と
し
、
己
己
て
は
大

略
を
述
べ
る
に
と
ど
め
る
。
す
た
わ
ち
こ

O
石
以
上
白
上
層
農
民
の
質
屋
・
酒
屋
・
問
屋
、

近
世
村
落
の
樽
蓬
欝
化
と
村
方
騒
動

一
(
U
石
前
後
一
-
一
石
に
一
主
る
農
民
居
心
綿
仲

第
七
十
四
巷

第

披

四
七



近
世
村
落
の
構
造
控
幅
と
村
方
騒
動

第
七
十
四
巻

第

盟

阿
入

買
-
魚
屋
・
干
鰯
屋
・
古
手
商
、

白
借
屋
百
姓
無
高
居
の
一
皆
む
小
商
人
や
悶
腫
賃
持
・
小
作
人
と
い
う
闘
蓮
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
ロ

石
以
下
ゐ
よ
び
「
名
寄
帳
」

に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
一
七

O
O徐
門
主
戸
数
の
九
割
弱
に
弘
た
る
〉

円程
U

元
和
主
年
六
三
町
三
七
五
石
円
同
年
「
名
寄
眼
口
で
出
致
し
た
倉
駅
村
は
、
相
衣
い
で
新
田
岡
瑳
を
行
い
、
寛
永
十
九
年
に
は
一
三
八
五
石

ハ
同
年
「
御
年
貢
割
恨
」
U

、
一
冗
障
八
年
に
は
一
六
三
町
一
八
O
石
へ
と
ハ
同
年
1

村
明
制
限
口
、
元
和
引
車
一

0
0
年
に
し
て
面
積
で
ニ
・
六
倍
生

産
力
で
五
倍
近
い
後
民
を
示
し
て
い
る
。

以
上
述
べ
て
き
た
工
う

K
、
商
品
経
済
白
発
展
は
十
八
杖
紀
を
割
期
と
し
て
、
倉
敷
村
を
大
き
く
鑓
質
さ
せ
た
ω

流
入
移
佳
者
に
上

り
戸
数
人
口
は
二
倍
近
く
に
激
増
し
、
彼
ら
の
多
く
は
商
工
業
主
皆
む
叫
職
業
別
分
化
は
促
進
さ
れ
、
村
民
の
約
半
数
は
種
々
雑
多
の

商
工
業
に
絡
事
す
る
と
と
に
去
っ
た
。
同
時
に
農
民
階
暦
比
頴
著
た
分
解
を
示
し
、
一

O
O
石
以
上
白
寄
生
化
し
た
大
地
玉
一
宮
内
人
も

も
っ
と
と
も
に
、
他
方
て
は
三
右
以
下
の
零
細
農
が
土
地
所
有
者
の
八
割
主
教
え
、
無
高
水
春
宵
姓
・
小
作
人
は
、
貨
に
金
戸
数
の
九

割
弱
に
も
達
す
る
凶

円

農
民
的
商
品
経
済
の
登
展
・
一
枇
曾
的
介
業
の
促
進
す
な
わ
ち
園
内
市
場
の
一
造
出
過
程
に
お
い
て
、
封
建
領
、
主
は
い
か
な
る
針
策
を
と

っ
た
で
あ
ろ
う
か

前
述
し
た
封
建
領
主
む
農
村
法
度
て
も
明
ら
か
た
よ
う
に
、

「
本
業
の
耕
作
を
怠
り

商
の
末
利
を
専
に
心
が

に
た
い
し
て
は
、
断
乎
と
し
た
禁
令
て
抑
墜
し
よ
う
と
す
る

u

領
、
王
白
決
意
と
と
も
に
抑
墜
し
が
た
い
農
民
的
商
品
経
済
種
展
の
様
相
を
表
明
し
て
h

る
ロ
農
民
階
層
の
分
解
は
、
地
主
小
作
闘
係

け
出
翠
」

十
八
世
組
後
半
に
度
重
っ
て
強
令
さ
れ
る
禁
令
は
、

封
建

の
生
成
に
よ
り
阻
止
さ
れ
、
日
雇
牟
プ
ロ
へ
府
農
民
化
し
よ
う
と
す
る
農
民
暦
は
、
寄
生
地
主
の
も
と
に
新
ら
し
く
小
作
人
と
し
て
組

み
入
れ
ら
れ
る
。
袈
濯
す
る
小
農
民
的
経
轡
は
、
と
り
わ
け
高
利
貸
的
機
能
を
頼
著
忙
も
つ
一
商
業
資
本
の
も
と
に
隷
属
さ
せ
ら
れ
、
自



由
た
展
開
を
阻
害
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

d

さ
ら
に
封
建
領
、
主
は
、
富
裕
な
農
民
臨
閣
を
特
槽
佑
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
民
的
商
品
経
済

白
内
部
分
裂
を
も
策
F
o
倉
敷
村
の
場
合
、
賓
暦
九
年
内
一
七
六
O
U
和
泉
屋
茂
兵
衛
ほ
か
，
八
軒
を
、
新
b
し
く
木
綿
問
屋
に
任
命
し
、

士
づ
村
内
有
力
商
人
を
特
権
化
し
た
円
安
永
二
年
「
繰
綿
代
銀
引
込
出
入
」
大
原
家
文
書
Y
農
民
的
商
品
経
済
白
果
賓
を
、
か
れ
ら
特
権
問

屋
の
濁
占
的
買
付
け
に
委
任
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
領
主
経
済
白
落
昇
化
し
、
農
民
的
商
品
経
済
を
分
裂
・
封
抗
さ
せ
主
う
と
し
た
も

白
で
あ
っ
た

d

同
時
に
計
上
さ
れ
た
繰
綿
問
屋
運
上
は
、
そ
の
代
償
て
あ
目
、
領
主
に
と
っ
て
は
新
財
源
山
登
見
て
あ
る
ハ
量
暦
九
卯

平
御
年
貢
免
状
之
事
」
小
野
家
文
書
〉
e

商
舟
経
済
の
褒
展
に
封
醸
す
る
封
建
領
主

l
特
権
商
人
ハ
1
村
役
人
庫
山
白
統
制
成
立
に
と
も
な
い
、

こ
こ
に
新
し
い
封
抗
闘
係
が
麟
成
さ
れ
る
。

農
民
的
商
品
経
済
は
分
裂
し
、

F官

級

闘

係

|
|
右
緑
派
と
新
職
探

l
l

村
落
構
造
の
費
質
・
農
民
的
商
品
経
済
自
分
裂
は
、
農
民
闘
争
を
そ
の
規
模
に
お
い
て
も
、
ま
た
質
的
に
も
費
化
さ
せ
、
封
建
領
主

白
農
村
支
配
機
構
の
末
端
を
構
成
す
る
村
役
入
居
に
た
い
す
る
一
般
農
民
大
衆
の
関
手

l
い
わ
ゆ
る
村
方
騒
動
主
、
新
ら
し
く
生
み
だ

し
た

ω

寛
政
三
年
三
七
九
O
U
か
b
交
政
十
一
年
三
割
ハ
二
八
)
に
か
け
て
た
た
か
わ
れ
た
倉
敷
村
白
「
新
線
古
株
騒
動
」
も
そ
の
一

例
て
あ
る
喧
ま
づ
わ
れ
わ
れ
は
村
方
騒
動
に
お
灯
る
農
民
諸
階
暦
の
封
抗
闘
係
士
朗
b
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
と
も
と
、
こ
己
で
た
た
か
わ
れ
た
村
方
騒
動
自
潤
が
、
古
く
か
ら
の
門
閥
特
権
や
土
地
所
有
て
む
優
位
を
も
っ
て
、
村
役
人
を
世

襲
的
に
相
明
白
す
る
い
わ
ゆ
る
「
古
誠
波
」
に
た
い
し
て
、
商
品
経
済
白
褒
展
に
と
も
な
い
木
綿
生
産
白
流
通
過
程
を
新
ら
し
く
櫓
営
す

近
世
村
落
の
構
蓮
鑓
化
『
と
村
方
騒
動

第
七
十
四
巻

策

技

四
ブL



定
世
村
落
白
構
謹
麗
幅
と
村
方
騒
動

第
士
十
四
巻

四

串
二
世

主王
O 

る
こ
と
に
な
ヲ
て
、
よ
り
多
く
の
貨
幣
財
産
士
集
積
し
づ
つ
あ
っ
た
新
儀
商
人
暦
を
中
心
と
し
た
「
新
株
波
」
白
、
村
模
力
奪
取
・
株

仲
間
縄
占
打
破
白
桃
肢
で
あ
っ
た
叫
し
た
が
っ
て
一
隅
派
の
階
級
的
基
盤
を
語
る
場
合
、
土
地
所
有
別
な
い
し
は
貢
租
負
指
額
別
を
表
明

す
る
前
掲
第
三
衰
の
よ
う
な
「
名
寄
帳
」
だ
け
か

b
す
る
階
腎
区
分
は
、
き
わ
め
て
不
充
分
た
も
の
と
し
怠
け
れ
ば
去
ら
左
い
。
か
く

し
て
わ
た
し
は
、
第
ご
衰
を
参
照
し
つ
つ
、
「
安
永
一
克
年
町
内
小
前
商
賢
官
帳
」
ハ
小
野
家
文
書
U

「
安
永
六
年
酒
謹
高
書
上
帳
」
ハ
倉
敷
市

「
天
明
八
年
義
萎
等
級
録
」
(
木
山
巌
太
郎
『
倉

「
女
政
一
一
年
五
人
組
恨
」
ハ
小

「
児
島
屋
奥
兵
衛
費
書
」

ハ
向
上
文
書
U

そ
白
他
に
よ
り
職
業
を
、

新
川
町
大
原
家
文
書
)

子
城
史
談
』
六
人
頁
V

「
文
政
十
年
備
中
園

O
持
角
カ
」

(
倉
敷
市
泊
津
梶
谷
家
文
書
口

か
ら
財
産
順
位
を
、

野
家
文
書
U

か
ら
日
畑
所
有
高
治
よ
び
借
屋
借
地
を
遁
ず
る
支
配
従
属
関
係
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、

十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
に
お

い
て
封
主
ナ
る
討
内
諸
政
D
階
綾
的
基
礎
を
具
煙
的
に
究
明
す
る
。

古

霊
古
龍
源
十
三
家
は
衣
巴
通
り

紹
園
屋
環
太
尭
ハ
小
野
U

は
無
高
同
様
に
凋
落

播
畳
屋
安
右
衛
門
(
小
野
U

十
四
石
問
屋
酒
造
株
一

O
石
義
官
官
瑳
起
人

蔦
置
繭
一
-
一
右
衛
門
門
岡
氏
本
家
〉
百
姓
代
{
一
二
一
一
石
酒
造
株
主
五
右
下
帝
人
等
(
コ
一
六
位
〉
借
屋
六
一
軒

俵
屋
又
宜
郎
(
嗣
)
百
地
代
二
二
石
酒
造
株
三
玉
石
下
女
等
(
↑
一
一
一
-
位
U

庄
屋
妙
見
官
官
番

六
右
主
斗

泊
議
株
一
一
O
石

養
護
等
級
中
下
等
八
十
二
位
U

借
屋
二

O
軒
所
有

化
政
期
で

認
犀
惣
左
衛
門
(
岡
U

坂
ロ
屋
文
兵
衛
白
)

潮
尾
屋
+
之
兵
衛
門
藤
井
〉

親
子
で
年
寄
役

1L 
石

酒
色
株
七
石

E 
上
決
等
ハ

石

問
屋

下
女
等
(
二
九
位
)

年

寄

宮
番

七

石

酒
造
株
三
五
石

E 
中
下
等
ハ
十
入
位
U

借
屋
四
一
一
一
軒

中
下
等
市
千
九
位
)
借
屋
入
軒

油
屋
興
-
右
衛
門
(
吉
田
U

年
寄

暮

石

酒
造
棟
二
O
石

問
屋



宮
崎
屋
亙
醸
(
井
上
氏
本
家
υ

年
寄

喜

一
一
八
石

酒
造
株
二
五
右

質
屋
酢
油
醤
油

上
衣
等
(
四
位
)
借
家
六
五
軒

濁
力
で
玉
泉
寺

h
f
建
立

花
慶
和
太
郎
(
井
上
U

穴
島
屋
庄
右
衛
門
門
大
島
)

O 
石百

姓
代 酒

造
株
二
O
石

宮
番
、
四
一
石

泊
詣
株
三
五
石

E 
下
次
等
(
二
入
位
U

借
屋
二
五
軒

問
題
寺
へ
敷
地
を
献
納

和
泉
屋
茂
兵
衛
(
林
U

井
筒
屋
伊
左
衛
門
ハ
水
調
停
U

二
升
八
古

酒
造
株
三

O
石

問
屋

下
衣
等
円
三
五
位
U

借
屋
八
軒

年
寄
=
一
七
四
石

酒
造
株
一

O
O石

上
等
ハ
一
位
U

借
屋
二
九
一
軒

交
政
街
中
国

O
持
角
力
で
は
「
伊
進
元
」
令

つ
と
め
る
備
中
第
↓
の
宮
家

有
白
古
蔽
波
の
h
ず
れ
も
が
、
元
和
の
新
開
、
近
世
村
落
と
し
で
倉
敷
村
が
形
成
さ
れ
て
以
来
の
奮
家
と
し
て
、
元
和
五
年
「
名
寄
幌
」

寛
永
一
九
年

「
御
年
貢
割
慣
」

「
五
人
組
帳
」
に
、

庄
屋
孫
太
夫
五
六
石
下
人
四
人
、

蔦
屋
爾
=
一
右
衛
門
=
一
九
右
下
人
八
入
、
銭
屋

=
一
郎
右
衛
門
ニ

O
石
下
人
四
人
の
如
〈
村
内
指
折
の
高
持
・
下
人
所
有
者
と
し
て
記
載
さ
れ
、
ま
た
天
和
四
年
三
六
八
四
U

「
主
人
組

帳
」
ゼ
は
、
多
数
一
の
借
屋
所
有
者
で
あ
っ
た
(
後
掲
第
主
表
参
照
uo

こ
の
よ
う
に
か
れ

b
古
旅
汲
は
、
下
人
・
コ
カ
タ
百
姓
・
借
屋
百

酔
・
分
家
に
た
い
し
て
は
オ
ヤ
カ
タ
・
宗
家
と
し
て
の
位
置
に
立
ち
、
同
族
的
結
合
の
中
核
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
@
古

b
に
村
落
共
同

様
に
ゐ
い
て
は
、
元
利
以
来
村
役
人
を
猫
占
的
に
世
襲
し
て
き
た
の
み
悲

b
ず
、
産
土
紳
妙
見
宮
の
「
木
綿
棒
株
」
と
い
う
官
番
を
も

に
ぎ
り
、

E
那
寺
に
た
い
し
て
は
檀
徒
総
代
と
し
て
、
一
八

O
O
の
村
民
を
祭
政
商
面
'
F
b支
配
し
て
い
た
共
同
開
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の

頂
鮪
を
構
成
す
る
門
閣
で
あ
っ
た
。
他
方
経
済
的
に
は
、
村
高
の
牟
分
に
も
達
す
る
八

O
O石
鮎
闘
を
わ
ず
か
十
三
人
て
所
持
し
、
ま
た

い
ず
れ
も
が
、

一
O
石
な
い
し
一

O
O石
の
酒
造
株
を
も
ち
、
そ
れ
は
村
内
酒
謹
高
四
一
一
七
石
の
八
割
以
上
を
濁
占
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
商
品
経
済
の
褒
展
・
そ
の
分
裂
に
と
も
た
い
領
主
的
商
品
経
済
の
燭
手
に
仕
立
直
さ
れ
、
木
綿
問
屋
・
米
穀
問
屋
・
質
屋

近
世
村
落
の
構
誼
麗
砲
と
村
方
騒
動

第
七
十
四
巷

五

第

按

丘



近
世
村
落
。
梓
撞
灘
岨
ー
と
村
方
騒
動

組

F
t
+四
巻

~ 

/'、

第
一
一
一
揖

三五

と
?
っ
特
権
商
人
に
な
ッ
て
い
た

モ
し
て
己
れ
b
物
質
的
基
礎
に
よ
る
致
富
の
事
情
は
、

天
明
八
年
義
萎
等
級
録
ハ
七
O
人
記
載
H
M

い
わ
ば
長
者
番
附
)
白
上
位
に
hv
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
う
か
が
え
る
@
だ
が
十
八
世
紀
以
降
村
落
内
部
の
餐
質
、
す
な
わ
ち
同
族
的
共
問

題
的
結
合
が
前
週
商
品
経
済
む
護
展
に
よ
り
徐
々
に
解
憶
す
る
に
際
じ
て
、
古
藤
祇
の
経
済
的
衰
退
・
政
治
的
凋
落
が
顕
著
と
た
る
@

第
五
衰
は
そ
れ
を
如
買
に
物
語
っ

τい
る
。

第
耳
表

古
磁
波
白
勢
力
移
動

調
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新
蔽
汲
古
路
振
に
掛
置
さ
れ
る
新
政
淑
二
O
敷
家
か
ら
代
表
的
メ

νバ
ー
を
翠
一
万
し
よ
う
。

児
島
屋
武
右
荷
門
ハ
植
田
)
二
O
町
三
↓
一
四
石
絵
を
も
っ
村
内
第
三
巴
高
持
、
女
政
年
間
借
屋
借
地
百
姓
一

O
九
軒
を
も
っ
、
享
保
前
筏
に
移
住
L
、

新
田
開
設
に
積
極
的
に
従
事
し
た
が
、
文
政
以
降
質
地
籍
併
に
よ
り
衰
長
的
性
格
を
し
だ
い
に
失
い
、
幕
末
で
は
完
全
に
寄
生
俗
す
る
、
義
援
等
級

銀
上
衣
等
(
二
位
)
、
文
政
備
向
。
持
角
力
で
は
東
前
頭
二
枚
目
、
新
時
汲
の
指
障
者
で
あ
わ
、
抗
挙
後
最
初
め
ス
札
で
圧
屋
に
な
る
。

中
島
屋
平
右
衛
門
ハ
大
号
七
町
六
有
石
の
家
長
で
質
屋
を
乗
皆
、
直
島
盟
国
開
設
経
営
中
等
〈
七
位
U
、
東
関
脇
、
幕
末
庄
屋
↓
代
官
厨
撰
討

の
討
幕
汲
↓
岡
山
自
同
議

ω領
袖
と
い
う
政
治
活
動
の
ヨ

1
ス
を
た
ve
る
明
治
一
一
一
一
年
腕
有
田
畑
約
二
O
O町
歩

角
屋
忠
兵
衛
門
内
藤
)
二
右
四
斗
綿
仲
買
干
鰯
屋
下
末
等
(
四
二
位
U

束
前
頭
一
Z
守
一
頑
固

板
屋
仁
左
衛
門
パ
和
菓
〉
五
石
六
斗
綿
仲
買
綿
打
屋
下
卜
等
(
二
二
位
)
東
前
頭
四
枚
目

下
津
井
屋
吉
左
衛
門
〔
阿
部
U

一
一
一
石
綿
仲
買
米
穀
商
下
衣
等
ハ
=
二
位
U

演
問
屋
安
右
衛
門
門
小
山
U

六
石
九
斗
綿
伸
貨
士
ロ
手
屋
下
失
等
八
二
八
位
U

東
前
頭
一

O
攻
ヨ

児
島
屋
興
晃
衛
門
大
原
U

伊
左
衛
門
借
地
九
斗
七
升
綿
仲
民
古
着
昼
下
末
等
円
五
九
位
)
明
治
一
一
一
年
倉
敷
紡
積
創
立
、
一
一
一
一
年
所
有
田
畑

約
八
O
O町
歩

吉
井
屋
小
右
衛
門
ハ
原
山
伊
左
侮
門
借
家
一
石
一
斗
泊
絞
り

申
島
屋
油
醐
ハ
大
U

五
斗
五
升
小
質
屋
東
前
頭
-
三
枚
目

日
野
屋
孫
兵
衛
門
木
山
〉
一
石
λ
斗
綿
置
貰
下
末
等
円
四
入
位
U

大
坂
屋
調
蹴
円
林
)
才
右
衛
門
借
屋
無
高
礎
閥

常
居
紋
次
郎
ハ
姓
不
詳
)
久
兵
桶
借
地
一
石
二
升
綿
仲
買

綿
貫
民

古
蔽
滅
的
門
閥
醤
家
に
た
い
し
て
、
部
制
T
4
脚
波
の
多
く
は
前
述
延
賓
九
年
有
人
組
帳
に
は
、
未
何
人
記
載
さ
れ
て
い
た
い
元
職
以
降
の
流

入
移
住
者
で
あ
っ
た
白
が
特
徴
的
て
あ
る
。
か
れ
ら
が
商
品
経
済
の
褒
展
止
と
も
に
、
小
商
品
生
産
者
の
た
か
か

b
分
出
宮
れ
、
田
畑

近
此
村
落
白
樺
器
開
問
化
と
村
方
騒
動
一

第
士
十
四
巷

七

第

量虎

五



近
世
村
落
の
構
桂
慶
化
と
村
方
騒
動

第
七
十
四
巻

/又

事

盟

主

四

家
屋
敷
を
買
却
元
手
と
し
て
、
土
地
へ
の
緊
縛
を
原
則
と
す
る
封
建
農
村
か
ら
脆
出
し
た
新
儀
商
人
ぞ
あ
っ
た
と
と
は
、
そ
れ
自
身
す

て
に
徳
川
幕
藩
障
制
へ
の
劉
立
者
た
る
と
と
を
意
味
し
て
い
る
。
商
品
流
遁
の
登
遣
に
主
り
、
村
落
共
同
惜
の
同
族
的
結
合
が
弛
緩
し
、

地
方
市
場
を
め
ぐ
る
新
し
い
祉
合
闘
係
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
き
、
土
地
所
有
に
お
い
て
は
、
せ
い
ぜ
い
一

O
石
ほ

ιん
ど
が
五
石

刊
が
す
無
高
の
零
細
長
・
屋
倍
百
姓
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
木
綿
・
茶
種
の
流
通
過
程
に
登
場
し
、
綿
仲
買
・
干
鰯
買
・
泊
絞
り
一
と
し
て
商

業
利
潤
を
蓄
積
し
つ
つ
撞
頭
し
た
。
官
職
派
が
土
伎
に
い
た
天
明
議
委
等
級
録
て
、
新
蔽
涯
は
下
位
ぜ
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
b
ず
、
女

政
備
中
園
O
持
角
力
て
は
そ
の
番
附
上
に
多
く
の
名
前
を
見
出
す
こ
と
が
ゼ
き
る
ほ

r、
そ
の
経
済
的
上
昇
は
顛
著
ぞ
あ
っ
た
。

大
衆
的
反
劃
扱

士
口
様
波
新
禄
恨
の
一
一
川
液
肥
ぞ
く
し
た
四

O
軒
ぽ
か
り
は
、
ほ
と
ん
ど
が
天
明
義
萎
等
級
録
に
の
っ
て
い
る
村
内
上
厨
農
民
で
あ
っ
た
。

ζ

れ
b
に
た
い
し
て
、
他
白
一

4
1
0
0軒
に
上
る
町
人
農
民
大
衆
「
大
衆
的
反
射
汲
」
と
て
も
い
っ
て
お
己
う
は
い
か
な
る
も
の

で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
交
政
二
一
年
名
寄
恨
記
載
人
数
が
一
一
同
二
人
で
あ
っ
た
こ
と
て
も
わ
か
る
上
う
に
、
か
れ
ら
大
衆
的
反
射
振
の
九

割
ま
で
が
、
無
高
水
容
百
姓
て
あ
り
、
股
農
民
化
し
つ
つ
あ
る
日
雇
ヰ
プ
ロ
暦
で
あ
っ
た
ω

事
質
「
安
永
一
元
年
町
内
小
前
商
費
留
帳
」

て
は
八
一
一
八
人
心
「
小
作
人
L

世
記
載
し
て
恒
た
。
ま
た
向
上
交
番
で
は
、
種
々
雑
多
の
小
商
・
手
工
業
者
の
存
在
を
語
っ
て
い
た
己

と
は
前
述
白
通
り
で
あ
る
@
し
た
が
っ
て
大
衆
的
反
封
汲
の
階
級
構
成
は
、
雑
多
な
小
商
人
・
手
工
業
者
・
小
替
業
者
を
は
じ
め
と
し

て
、
無
高
小
作
人
・
賃
織
円
雇
奉
公
人
た
ち
か
b
な
ヮ
て
い
た
。

以
上
白
よ
う
な
階
級
闘
係
。
上
に
、
倉
敷
村
の
村
方
騒
動
は
た
た
か
わ
れ
る
ョ
小
商
品
生
産
者
へ
の
「
迂
さ
し
を
最
大
の
武
器
と
す

る
新
蔽
源
は
、
村
内
民
主
化
の
旗
印
の
も
と
に
大
衆
的
反
封
妖
を
た
く
み
に
結
集
し
て
、
村
内
主
導
穫
を
め
ぐ
る
擢
力
闘
争
に
勝
利
す



る
こ
と
が
で
き
る
の
で
つ
あ
た
。

四

村
方
騒
動
の
経
過

村
割
参
奥
櫨
要
求

寛
政
二
年
〈
一
七
九
O
U
児
島
屋
武
右
衛
門
は
、
貢
租
賦
課
に
た
い
す
る
町
人
農
民
一
般
の
参
奥
様
吉
村
役
人
に
要
求
し
た
円
以
下
す

ベ
℃
大
医
家
文
書
1

寛
政
二
年
首
村
村
役
人
中
と
見
島
屋
武
右
衛
門
大
事
の
事
T

に
上
る
叱
寸
村
割
に
立
合
申
す
べ
き
段
庄
屋
へ
掛
合
乙
れ
あ
り

悼
慮
、
営
村
の
儀
は
前
々
よ
り
庄
屋
年
寄
百
姓
代
十
=
一
人
立
合
劃
来
り
し
故
、
他
の
百
姓
D
立
合
申
す
例
こ
れ
な
〈

否
て
あ
づ
た
が
、
十
二
月
寸
前
願
は
さ
ら
に
代
官
所
へ
出
さ
れ
た
。
あ
わ
て
た
代
官
は
、
村
役
人
に
た
だ
す
と
と
も
に
、
隣
村
庄
屋
を
遁

じ
て
説
得
に
あ
た

b
せ
る
が
、
大
衆
自
国
結
の
土
に
立
っ
た
武
右
衛
門
は
き
か
ず
、
大
衆
ま
た
翠
春
む
小
劃
役
町
役
完
全
品
γ

ポ
て
臆
じ

Lτ 

営
然
白
指

た
‘
さ
ら
に
代
官
の
訴
願
握
り
潰
し
に
憤
っ
た
大
衆
は
「
十
二
月
初
百
姓
中
の
う
ち
十
人
十
五
人
づ
っ
観
音
場
へ
集
り
右
一
件
挨
拶
致

じ
度
」
と
呼
び
か
け
、
「
惣
百
姓
中
へ
廻
文
を
以
て
催
促
お
よ
そ
五
十
軒
ば
か
り
印
形
仕

U
L
と
連
判
署
名
を
と
っ
て
抗
議
す
る
ま

「
村
割
方
は
寺
院
を
借
り
惣
百
姓
主
合
村
役
人
立
合
医
て
割
附
致
ナ
ベ
し
」

て
闘
守
は
す
す
む
ロ
意
外
壮
大
乗
抗
議
に
代
官
も
屈
し
、

と
命
じ
、
己
己
に
村
劃
参
照
は
大
衆
に
よ
り
か
ち
取
ら
れ
る
。

特
権
問
屋
温
故
闘
争

寛
政
四
年
一
一
月
、
繰
綿
問
屋
和
泉
屋
の
多
額
白
門
普
通
の
三
倍
U

日
銀
徴
牧
に
か
ん
し
「
小
分
白
御
運
上
を
差
上
げ
多
分
白
銀
子
を
町

内
よ
り
取
込
M
W

段
甚
だ
不
均
」
と
、
下
仲
買
人
十
名
に
抗
議
さ
れ
、

「
和
泉
屋
く
り
綿
蓮
上
の
義
相
止
め
も
ら
い
度
」
と
訴
え
ら
れ
た

円
以
下
大
原
家
文
書
「
寛
政
四
年
く
り
綿
一
件
」
「
見
島
屋
市
開
兵
衛
費
書
」
に
よ
る
U
o

か
く
て
八
月
、

問
屋
白
出
綿
焼
印
は
庄
屋
に
渡
さ
れ
、

近
世
村
落
の
構
建
理
化
と
村
方
騒
動

第
七
十
四
谷

ブL

揮
ニ
按

主

主



近
世
村
落
白
樺
蓬
務
化
と
村
方
騒
動

第
七
十
曲
者

O 

長持

輯

五
六

問
屋
機
能
が
代
行
さ
れ
る
と
と
と
左
っ
た
が
、
突
如
玉
島
問
屋
十
宜
軒
は
、
「
営
地
く
り
綿
直
取
引
は
相
成
難

し
」
と
横
車
を
押
し
て
き
た
。
そ
れ
は
倉
敷
仲
買
人
が
直
ち
に
見
抜
い
た
よ
う

r
「
買
問
屋
十
宜
軒
の
一
了
簡
よ
り
出
凶
儀
に
て
は
こ
れ

友
き
由
、
営
地
和
泉
屋
の
縁
に
依
て
阿
賀
崎
庄
屋
よ
り
十
五
軒
の
問
屋
方
へ
申
入
れ
」
た
和
泉
屋
の
反
撃
で
あ
っ
た
。
倉
敷
て
も
「
是

ほ
首
村
の
一
件
に
て
各
様
方
へ
係
合
相
成
申
す
儀
は
ご
ざ
友
〈
」
と
蔭
じ
、

問
屋
停
止
を
理
由
に

「
御
改
の
焼
印
を
庄
屋
迄
下
さ
れ
て
出
綿
の
節
仰
改
仕
り

出
、
営
一
所
種
は
少
し
も
差
糟
h
J
ど
ざ
友
く
M

仲
間
、
何
分
先
年
の
遁
相
慶
b
ず
仰
註
文
下
古
る
様
」
と
説
明
し
て
宝
島
の
意
向
を
待
つ
が
、

年
内
に
は
何
の
返
事
も
、
な
い
ま
ま
に
倉
敷
ゼ
ほ
っ
営
秋
私
ど
も
一
本
も
向
L
申
さ
ず
島
田
舶
積
に
致
し
下
関
筑
前
下
し
致
し
」
の
強
硬

策
て
危
機
を
明
り
抜
け
、
一
昨
隔
を
つ
づ
け
た
。
か
か
る
倉
敷
仲
買
人
の
強
い
意
志
と
、
玉
島
問
屋
の
商
買
上
の
利
害
と
は
、
和
泉
屋

l

阿
賀
崎
村
庄
屋
1
玉
島
問
屋
と
結
ぼ
れ
た
反
動
偲
系
を
騎
士
還
さ
せ
、
)
翌
王
山
月
に
は
『
前
々

D
逼
取
引
致
す
べ
き
由
、
外
方
陀
か
か
わ
り

中
さ
ざ
る
由
」
と
妥
結
、
六
月
和
泉
屋
よ
り
問
屋
役
波
牧
、
下
仲
買
人
に

l

本
数
改
白
焼
印
誼
一
下
し
治
か
れ
、
右
十
軒
の
う
ち
二
軒
づ

っ
年
帯
に
て
其
年
目
繰
綿
貫
綿
白
出
荷
数
改
む
ペ
し
」
と
な
り
、
以
降
自
主
的
な
年
帯
制
に
よ
り
商
業
組
織
は
運
皆
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た村

役
人
目
入
札
制
獲
得

村
内
民
主
化
を
ス
ロ

l
ガ
Y

と
す
る
新
旅
源
白
相
夫
ぐ
勝
利
に
た
い
し
て
、
古
品
川
波
の
凋
落
は
瀬
署
で
あ
っ
た
ο

庄
屋
は
無
高
同
様

に
な
り
円
前
述
第
五
表
〉
、
年
寄
井
筒
屋
は
訴
般
に
み
ら
れ
る
京
先
斗
町
て
白
女
遊
び
に
必
要
な
た
め
か
、
田
畑
一
六
八
筆
八
町
七
反
一

三
八
石
七
斗
飴
士
、
沼
津
村
伊
平
治
に
賓
人
れ
し
て
一
一
四
貫
徐
を
借
銀
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
門
文
化
十
三
年
寸
質
九
申
田
畑
詩
文

之
事
」
京
都
大
開
閉
経
済
車
部
臓
梶
谷
家
文
書
〉
。
寛
政
年
間
の
前
哨
磁
を
す
ぎ
て
、
村
方
騒
動
の
勝
敗
を
決
す
る
文
政
新
蔽
古
椋
の
抗
舎
は
、

い
よ
い
よ
モ
の
機
が
熱
す
る



妙
見
宮
再
建
問
に
あ
た
り
、

一
文
の
寄
附
も
し
な
い
庄
屋
七
太
夫
が
、
宮
番
を
理
由
に
最
上
座
に
坐
り
、
新
勝
訴
は
じ
め
寄
進
者
の

怒
を
買
っ
た

a

文
政
四
年
ハ
一
八
-
二
〉
楠
岡
武
右
衛
門
は
、
五
人
組
を
股
退
し

τ公
然
反
抗
の
態
度
を
示
す
ハ
立
政
四
年
「
御
用
期
間
」
小

野
家
文
書
〉

u

主
人
組
は
村
落
構
成
の
根
幹
て
あ
る
“
二
月
六
日
夜
村
役
人
は
二
八
人
の
村
民
と
寄
合
協
議
す
る
が
、
い
か
ん
と
も
す
る

こ
と
が
ぞ
み
を
な
か
っ
た
凡
同
上
文
書
V

古
株
汲
の
村
落
支
配
は
か
く
し
て
危
機
に
立
つ

モ
れ
よ
り
前
、

ゴ
一
年
五
月
年
寄
瀬
尾
屋
庚

輔
・
鷲
七
郎
父
子
、

治
よ
ぴ
年
寄
和
泉
屋
退
役
に
つ
づ
き
‘
十
一
月
年
寄
井
筒
屋
退
役
円
文
政
=
一
年
「
御
用
留
」
小
野
家
文
書
)
、

五
年
八
月
鐘
屋
惣
左
衛
門
の
年
寄
返
役
と
、
村
役
人
の
辞
職
が
あ
る

d

こ
れ
を
聞
い
た
村
民
は
、
協
議
し
て
「
百
姓
代
の
儀
は
相
営
の

者
主
取
極
お
伺
H
中
上
げ
奉
る
ベ
く
凶
し
と
三
八
人
連
署
し
て
代
官
に
申
入
れ
し
た
が

さ
ら
に

ハ
文
政
五
年
八
月
「
乍
恐
以
寄
付
44願
上
候
」
大
原

家
文
書
)
、
八
月
一
ム
一
日
銭
屋
退
役
許
可
、
同
日
村
役
人
推
薦
に
よ
る
百
姓
代
四
人
を
、
代
官
が
年
寄
役

K
昇
格
任
命
し
た
こ
と
に
よ
り

ハ
文
政
五
年
「
御
用
自
」
小
野
中
訳
文
書
U

、
抗
争
の
日
火
は
古

b
れ
た
。
以
下
経
過
を
記
す
が
、
資
料
は
、
コ
一
と
し
て
大
原
家
女
菩
臼
、
文
政

六
年
ご
月
よ
り
十
一
年
一
一
月
に
至
る
十
八
種
の
訴
赦
・
費
量
目
に
よ
り
、
村
役
人
側
記
録
と
し
て
小
野
家
女
香
文
政
三

l
八
年
「
御
用
書

類
留
」
を
参
照
し
た
。

ま
ず
六
年
二
月
、
新
蔽
汲
は
村
役
人
選
出
に
一
般
村
民
の
参
加
、
百
姓
代
リ
コ
ー
ル
を
要
求
し
て
立
つ
ー
ー

一
、
庄
屋
年
寄
の
儀
は
、
営
代
相
勤
め
居
六
人
の
者
に
て
惣
方
差
支
ヘ
ご
ざ
な
く
、
も
っ
と
も
役
儀
「
進
退
の
簡
は
、
村
役
人
の
取
極
め
百
姓
代
へ
相
殺

に
及
び
、
連
印
を
以
て
お
願
い
申
L
主
く
ベ

L
、
新
た
に
隈
立
の
簡
は
村
役
人
惣
百
姓
熟
談
の
上
取
極
め
申
す
ベ
き
事

一
、
是
迄
の
百
姓
代
を
相
止
め
、
以
後
百
姓
代
取
極
め
の
節
は
、
村
役
惣
百
姓
相
談
の
卜
取
極
め
申
寸
ベ
き
事

か
く
て
村
侵
入
は
縮
退
役
て
こ
れ
に
膳
じ
、
村
民
は
小
入
用
制
括
否
ぞ
た
た
か
う
。
と
こ
ろ
が
六
年
六
月
「
涯
来
村
入
用
制
並
び
に
町

役
銀
在
ど
遁
て
相
か
さ
み
心
得
難
し
L

と
疑
問
を
も
っ
た
新
株
祇
は
、
庄
屋
へ
押
し
か
け
「
諸
帳
面
見
取
調
の
慮
不
審
の
義
数
多
こ
れ

近
世
村
落
の
構
謹
掛
型
化
L
C

村
方
騒
動

第
七
十
四
砦

多容

器

五
七



近
世
村
落
の
樽
量
廃
化
と
村
方
騒
動

第
七
十
四
巻

一

第

畳五一

主i

" 

あ
り
、

筒
保
寄
付
に
て
七
太
夫
へ
相
尋
ね
H
W

庭
彼
是
紛
敷
返
答
申
立
て
頓
着
は
仕
b
ず
L

「
七
太
夫
一
際
心
お
札
も
こ
れ
泣
く
願
書
お
差
戻
し
に
相
成
、
却
っ
て
き
び
し
く
お
叱
り
を
蒙
る
」
こ
と
と
な
っ
た

u

と
も
営
惑
仕
り
得
心
せ
ず
」
と
、
江
戸
愁
訴
を
決
意
、
一
一
名
を
代
表
に
勘
定
奉
行
へ
訴
願
す
る

ω

白
態
度
に
憤
激
、

代
官
所
へ
訴
へ
出
た
が

か
く
て
は
「
何

己
心
開
新
蔽
減
は
、
村
役
人
九
名
の
「
不
正
抑
領
の
始
末
L

を
遂
一
暴
露
し
、
庚
〈
大
衆
へ
訴
え
殻
線
統
一
を
ば
か
り
、
古
株
祇
ま

h
h

「
村
役
人
を
相
手
取
峠
者
は
屑
宅
打
殴

L
と
唱
へ
、
山
野
に
ほ
ら
貝
を
吹
き
太
鼓
を
打
ち
騒
ぎ
立
て
・
是
迄
の
村
役
人
支
部
を
受
け

度
趣
闘
を
認
め
取
り
、
村
中
日
誌
別
に
て
印
形
取
柄
り
、
あ
く
ま
で
不
承
知
の
者
は
相
手
取
御
役
所
へ
願
出
L

と
強
引
な
職
術
て
、
新
蔽

抵
の
、
江
戸
愁
訴
を
妨
笹
し
、
大
衆
の
結
束
か
切
り
崩
同
ぞ
う
と
す
る
。

こ
う
し
た
抗
争
心
渦
中
に
あ
る
代
官
所
の
熊
度
は
、
庄
屋
の
公
金

横
領
訴
闘
で
も
朋

b
か
J

し
あ
っ
?
よ
う
に
、
古
品
肺
訴
村
役
人
と
同
列
に
立
つ
も
の
で
あ
り
、
七
年
三
月
辞
任
じ
た
古
融
派
を
そ
の
ま
主

村
役
人
に
任
命
し
て
、
は
っ
き
り
と
、
新
味
訳
・
大
衆
に
樹
立
し
て
い
た
ω

し
た
が
っ
て
代
官
所
に
不
信
を
も
っ
村
民
は
、

「
御
年
貢

米
銀
在
ど
一
切
七
太
夫
へ
相
納
め
凶
儀
に
仕
り
難
〈
・
何
卒
仰
吟
味
中
は
御
年
貢
米
銀
直
納
仰
什
付
け
下
戸
一
れ

、
此
趣
御
支
回
御
佼

所
べ
願
出
H
W

へ
共
一
同
御
取
用
い
な
く

上
ん
ど
こ
ろ
な
く
前
互
愁
訴
申
上
げ
奉
り
肺
」
と
、
年
貢
米
銀
の
江
戸
直
納
す
ら
希
望
し
て

い
た
の
で
あ
っ
た

u

八
年
七
月
、
再
三
に
わ
た
る
訴
願
が
き
堂
入
れ
ら
れ
、

「
改
む
ベ
さ
義
ヒ
れ
あ
り
H

仲
間
、
郡
中
割
入
用
諸
帳
同
類
宍
申
年
迄
寸
ヶ
年

八
灯
其
外
右
勘
定
見
合
相
成
る
へ
き
書
勅
類
共
共
之
を
持
ち
早
々
m
怯
同

」
と
勘
定
奉
行
は
命
じ
て
き
た

か
く
し
て
十
年
同
月
、
江
戸

の
た
よ
り
は
新
旅
祇
・
大
衆
の
勝
利
を
も
た
ら
す
に
至
る

1
l

「
庄
屋
七
太
夫
年
寄
義
右
衛
門
惣
之
助
三
郎
右
衛
門
並
に
百
姓
代
共
摂
役
致
し
五
へ
組
へ
組
入
れ
、
後
役
差
支
へ
ざ
る
標
申
し
合
せ
、
庄
屋
年
寄
の
義

倉
敷
-
村
高
持
百
姓
夫
人
札
を
以
t
、
取
極
め
は
出
、
百
姓
代
む
義
右
は
た
だ
惣
白
性
共
屈
に
任
L
収
計
う
つ
も
り
の
義
に
定
め
M

円
」



百
姓
代
H
コ
l
ん
か
ら
村
佼
人
全
部
の
入
札
へ
と
大
衆
白
要
求
は
六
年
聞
の
ヰ
争
の
過
程
て
韓
日
展
さ
せ
ら
れ
た
“
翌
十
一
年
一
一
月
、

入
札
行
わ
れ
、
植
岡
・
水
津
の
二
名
が
選
出
さ
れ
た
が
、
町
一
後
庄
屋
・
年
寄
は
高
持
」
百
姓
白
入
札
に
よ
っ
て
、
百
姓
代
は
農
民
代
表
忙

ふ
さ
わ
し
く
金
村
惣
百
姓
の
合
意
の
上
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
と
在
っ
た
。

五

五懸

指

村
方
騒
動

l
新
株
古
級
騒
動
の
分
析
を
終
る
に
あ
た
っ
て
一
臨
む
要
約
を
し
て
治
こ
う
。

村
方
騒
動
は
、
商
品
経
済
白
夜
展
に
よ
り
血
縁
的
問
族
的
結
合
に
も
と
づ
く
縦
の
村
落
共
同
胞
支
配
隈
制
が
弛
綬
し
は
じ
め
た
時
、

危
機
に
直
面
し
た
封
建
領
主
の
分
裂
に
拍
車
を
か
け
ら
れ
て
、
村
役
人
屠
特
擢
商
入
居
と
小
前
百
姓
暦
と
の
封
立
閥
係
が
激
化
す
る

こ
と
に
よ
り
惹
起
さ
れ
る

G

し
た
が
っ
て
モ
こ
で
は
、
自
仲
間
経
済
濃
厚
な
時
期
に
確
立
さ
れ
た
村
落
支
臨
樫
制
・
村
役
人
暦
の
侍
統
的

権
威
が
、
商
品
経
消
白
登
展
に
と
も
な
う
小
前
百
姓
屠
の
土
昇
に
上
づ
て
桂
桔
と
な
り
、
危
機
陀
ひ
ん
し
て
い
た
。
倉
敷
村
に
お
い
て

も
、
村
内
有
力
商
人
が
特
槽
問
屋
と
し
て
封
建
領
主
白
茶
砕
化
し
た
時
、
新
根
源
新
儀
商
人
屠
は
田
市
散
な
闘
争
を
展
開
し
て
、
特
櫨
問

屋
追
放
問
屋
機
能
の
白
、
主
的
運
降
を
か
ち
と
っ
た
凶
さ

b
に
政
治
的
に
は
、
村
割
参
興
・
村
役
人
入
札
を
要
求
す
る
こ
と
に
よ

b
、
村

し
か
も
こ
白
村
方
騒
動
白
碁
盤
に
は
、
土
地
所
有
に
た
い
す
る
貸
幣
財
産
の
蓄
積
、
古
蔽
探

棒
力
の
奪
取
を
は
か
っ
た
む
で
あ
っ
た

u

の
門
閥
に
よ
る
一
砿
合
的
地
位
を
し
の
ぐ
新
緑
訴
の
経
済
的
貿
力
が
存
し
て
い
た
こ
と
は
、
女
政
杭
争
心
護
端
と
も
ふ
な
っ
た
妙
見
宮
再
建

祝
に
者

hτ
、
宮
芥
の
権
威
に
た
い
す
る
寄
進
者
の
資
力
が
拾
抗
し
た
事
情
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
て
い
る

ν

商
品
経
w
仰
の
護
展
と
と
も

に
、
か
つ
て
の
古
株
減
心
経
済
山
此
曾
的
政
治
的
優
勢
は
、
ま
づ
モ
白
経
済
的
基
躍
に
沿
い
て
崩
壊
し
は
じ
め
た

ν

こ
こ
で
の
阻
止
の

支
え
千
は
領
主
権
力
と
の
連
繋
に
求
め

b
れ
る

ψ

封
建
領
主
ま
た
か
れ

b
Jピ
農
村
支
聞
の
披
舶
に
官
立
直
さ
ん
も
の
と
考
え
て
い
た
む

近
世
村
蕗
の
構
造
酸
化
と
村
方
騒
動

第
七
十
四
巻

持

軍

五
ブL



近
世
村
落
の
構
埠
脇
田
北
と
村
方
騒
動

第
七
十
四
巻

四

華

強

;六
O 

で
あ
る
.
農
民
内
部
の
分
裂
、
村
役
人
暦
の
領
主
側
へ
の
碍
佑
は
、
騒
動
の
経
過
が
表
わ
し

τい
た
“

農
民
内
部
の
分
裂
、
封
建
領
主
1
村
役
人
居
の
統
制
機
構
成
主
に
あ
た
っ
て
、
小
前
自
姓
暦
の
斗
争
を
指
導
し
た
新
藤
波

ω役
割
は

如
何
に
評
慣
す
引
へ
き
で
あ
ろ
う
か

M

か
れ
ら
は
生
産
者
的
左
官
裕
志
農
民
で
あ
り
、
あ
る
い
は
木
綿
流
活
の
圏
内
市
場
を
抽
宿
営
す
る
新

儀
商
人
暦
で
あ
っ
た
。
家
戸
長
的
た
王
従
関
係
中
間
族
的
共
同
閥
的
支
配
関
係
は
、
か
れ

b
の
殻
展
に
と
っ
て
何
よ
り
も
桂
桔
で
あ
っ

た
.
商
品
経
済
の
褒
展
は
か
か
る
縦
の
閥
係
と
横
の
結
合
と
の
矛
盾
を
披
大
し
、
さ
ら
に
封
建
領
主
の
分
裂
政
策
は
一
暦
樹
立
を
激
化

す
る
こ
と
と
な
っ
た
“

こ
の
時
に
沿
い
て
、
村
内
民
、
主
化
の
旗
印
の
も
と
に
大
衆
的
反
劉
訴
を
結
集
し
て
た
た
か
い
え
た
の
も
、
か
れ

b
が
農
民
的
商
品
経
済
企
代
表
す
る
性
格
を
も
っ
て
い
た
が
故
で
あ
る

ω

古
味
減
特
樺
商
人
が
領
主
経
消
心
働
千
と
し
て
、
た
ん
K
流

通
過
程
に
の
み
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
に
た
い
し
、
新
蔽
波
新
懐
商
人
は
褒
展
す
る
農
民
的
商
品
経
済
の
た
か
か
ら
分
出
さ
れ
、
小
商
品

生
産
者
と
の
聞
に
何
ら
か
り
直
接
的
関
係
を
も
つ
こ
と
を
特
徴
と
し
た
“
だ
が
か
か
る
新
蔽
祇
の
鑓
革
的
要
素
と
て
も
古
株
派
に
謝
置

し
て
の
み
い
い
う
る
こ
と
で
あ
り
、
大
衆
的
反
射
派
と
の
聞
に
は
越
え
が
た
い
一
線
は
存
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
一
度
古
秘
扱

の
後
か
れ
ら
心
設
長
す
る
方
向
は
、
経
皆

1生
産
力
よ
り
も
む
し
ろ
{
一
角
利
貸
酢
皆
業
に
基
因
す
る
質
地
粂
併
・
土
地
集
積
の
商
業
高
利

貸
資
本
・
寄
生
地
主
へ
の
み
ち
を
た
ど
り
、
明
ら
か
に
大
衆
と
封
立
す
る
も
の
と
な
る
。
世
帯
十
一
、
維
新
期
に
治
け
る
か
れ
ら
の
政
治
的
動

向
は
き
わ
め
て
興
味
あ
る
問
題
を
も
っ

τい
る
が
、
モ
れ
ら
の
分
析
は
他
日
を
期
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
も
あ
れ
、
明
和
天
明
を
期
と
す
る
初
出
百
姓
一
撲
か
ら
打
己
わ
し
を
と
も
な
う
世
直
し
一
撲
へ
市
川
脚
佑
の
基
祇
に
は
、
先
進
地
帯

の
み
左
ら
ず
会
園
到
る
と
こ
ろ
て
か
か
る
村
方
騒
動
が
た
た
か
オ
れ
る
。
そ
れ
は
商
品
経
済
の
瑳
展
に
と
も
左
う
村
落
椿
謹
白
鍵
賀
、

封
建
領
主
の
お
腹
と
し
て
の
農
民
内
部
の
介
裂
策
に
基
悶
ず
る
歴
史
の
一
必
然
げ
か
要
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た

d

円
附
記
)
引
川
丈
呑
の
利
旧
に
か
ん
し
て
は
、
岡
山
市
郡
山
辰
巳
氏
、
争
敷
市
小
腎
一
臣
氏
、
永
山
卯
三
郎
氏
な
ど
の
御
好
意
に
よ
る
ω


